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c
建設生産プロセスを最適化するソリューション開発 建設業向けオープンIoTプラットフォームの提供

建設生産プロセスを最適化するソリューション開発に向けては
新しい知見が必要だったため、2021年 ４社のJVCを設立

EARTHBRAIN/Landlog 沿革



会社概要

設立年

本社所在地

資本金

経営

会社名

事業概要

2021年7月

東京都港区六本木1丁目6番1号泉ガーデンタワー29F

368.7億円 (資本準備金を含む)

代表取締役会⾧:四家 千佳史
代表取締役社⾧:小野寺 昭則
取締役副社⾧:河内山 晃

株式会社EARTHBRAIN

建設業向けデジタルソリューションの開発、保守など

社員数 150名 （EBプロパー:64）※2023/7/1現在
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1. 2019年日本（日本生産性本部） 2. 2019年米国 「NATIONAL CENSUS OF FATAL OCCUPATIONAL INJURIES IN 2019」 3. 2019年世界「Reinventing tech finance（Deloitte）」

就業者10万人あたりの死亡者数2名目労働生産性1（千円/時間）
生産性 安全性

収益あたりIT支出の産業別比較3

デジタル活用
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安全性・生産性の課題が大きい建設業界は
デジタル技術活用による解決の余地が大きい

高

低

土木業界の現状
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EARTHBRAINランドログカンパニーとは
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Landlog Partner(2023年6月現在）

1.株式会社アイティエス
2.株式会社アカサカテック
3.Ａｔｏｓ株式会社
4.ARAV 株式会社
5.伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
6.Innovation Farm株式会社
7.株式会社 岩崎
8.株式会社 L is B
9.隂山建設株式会社
10.株式会社 加藤製作所
11.カヤバ株式会社
12.株式会社コルク
13.川崎重工業株式会社 精密機械ディビジョン
14.株式会社キャパ
15.株式会社技研製作所
16.クオリカ株式会社
17.株式会社 埼玉測機社
18.酒井重工業株式会社
19.三信建設工業株式会社

39.パイオニア株式会社
40.株式会社パシフィックシステム
41.パナソニックコネクト株式会社

技術研究開発本部
42.日野自動車株式会社
43.株式会社ビィーシステム
44.福井コンピュータ株式会社
45.福島コンピューターシステム株式会社
46.株式会社ブライセン
47.プロンプト・K株式会社
48.三井住友海上火災保険株式会社
49.株式会社 メビウス
50.株式会社MonotaRO
51.株式会社モルフォ
52.株式会社ユーコム
53.ライト工業 株式会社
54.株式会社リコー
55.株式会社レックス

20.新明和工業株式会社
21.株式会社スカイマティクス
22.株式会社 Skeed
23.損害保険ジャパン株式会社
24.大成建設株式会社
25.太陽建機レンタル株式会社
26.株式会社タダノ
27.大豊建設株式会社
28.千代田化工建設株式会社
29.THK株式会社
30.テックマークジャパン株式会社
31.東亜電機工業株式会社
32.東京海上日動火災保険株式会社
33.株式会社東設土木コンサルタント
34.飛島建設株式会社
35.トライポッドワークス株式会社
36.西松建設株式会社
37.日鉄エンジニアリング株式会社
38.萩原エレクトロニクス株式会社



EARTHBRAINにおけるLandlogの位置付け

建機 ダンプ資材 燃料人 ドローン

機械費機械費 労務費労務費 材料費材料費 3D地形デー
タ

3D地形デー
タ

高精度、リアルタイムコストデータ 売上データ

Edge / Cloudで処理

DB

コトデータ コトデータ

精度良く、高速に、簡単に、安く、コトデータ化

建設現場の地形、機械、労務、材料

可視化 課題
発見

施工の最適化

タスクの作成

オープンプラットフォーム:
様々なソリューションプロバイダーへ開放

DX

デジタル化
層

プラットフォーム層 アプリ層

建設生産プロセスをデジタル技術で最適化し、生産性・安全性・環境適応性の飛躍的向上を目指す
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1. 建設機械向けレコーダーを活用した
テレマティクスサービスのご紹介



参画パートナー

東京海上日動
火災保険株式会社

パイオニア株式会社

全体概要

テレマティクスサービスをパートナーと共同開発

建設業界におけるIoT



建設業界では、技能労働者の減少・高齢化やインフラの老朽化
等を背景に、生産性向上が喫緊の課題。
→デジタルテクノロジーを活用したＩＣＴ施工が注目されてい
るが、ICT建機の導入・維持コストが高額でハードルが高い。

出所:株式会社三井住友銀行 2018年１月「国内建機業界の現状」より抜粋

建設業界におけるIoT（東京海上様より）



比較的安価なコストで導入可能な建設機械向けICTデバイスを開発

ICT

建
機

ICT

デ
バ
イ
ス

ICT建機
• マシンコントロール(3D設計図上での自動制御)
• マシンガイダンス(3D設計図上での作業補助)

既存の後付け端末
• マシンガイダンス(3D設計図上での作業補助)
• 位置情報確認

Ci-REC
• 位置情報確認
• 稼働状況確認(作業内容、作業時間等)
• 映像情報取得

数千万円

数百万円

年間数万円

概要 コスト

Netis申請中!
今年度中に取得予定!

建設機械向けレコーダー



建設業界におけるIoT

【安全管理】
 オペレーターが⾧時間働いていないか、適切に休憩を取得して自主的に安全管理に努めてい
るか不安。

【稼働実態の把握】
 自社建機やオペレーターが毎日どのくらい稼働しているのか、効率的に作業できているかで
きれば把握したい。

【人材教育】
 人手不足もあり、若手のオペレーターを育てたいが、効率的な教育方法が分からない。

【CO2排出量の把握】
 CO2排出量の算定を求められることがあるため、測定できるようにしたい。

建設作業者の課題や悩みから開発をスタート



建設機械向けレコーダー

①挙動モニタリング機能

Ci-REC専用ページで現場内の各建機の稼働状況が確認可能
 各建機の位置情報と軌跡を工事現場の地図上に表示
（活用方法）適切な配置への誘導/建機の盗難時の追跡/無駄な
動きの把握と改善
 各建機の稼働時間、作業内容、CO2排出量等のデータを表示
（活用方法）遊休または稼働率の低い建機やオペレーターの特
定/実稼働率の改善指導・建機稼働率の最適化/自社建機のCO2
排出量の報告/日報作成への活用
 安全アラートの発報状況の表示
（活用方法）危険なオペレーターの特定・指導

機能説明と活用方法📝

自社現場の生産性の向上や安全管理に
ご活用いただけます。



建機の実際の作業（前方）を常時録画が可能
 オペレーター目線での作業実態を録画可能
（活用方法）若手や外国人への教育材料/事故発生の詳細・原因把握と対策立
案/保険請求の簡素化など

機能説明と活用方法📝

②映像録画機能

建設機械向けレコーダー

設置状況 撮影画像



建機の危険な操作・挙動にアラート発砲
 ⾧時間作業・単調な作業・休憩後の作業へ危険アラート発砲
（活用方法）感覚に依らない安全管理指導/重大事故の防止・リスク軽減

機能説明と活用方法📝

③安全アラート機能

 事故が発生しやすいタイミングで注意喚起
• ⾧時間（3時間以上継続して連続作業）
• 単純作業（2時間以上の同じ作業）
• 休憩後（一定の停止後に作業を開始）

 専用画面からアラート発報状況を確認可能

過去の労災事故発生時刻別データ

建設機械向けレコーダー



建設機械向けレコーダービュアー



今後のビュアー連携
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導入トライアル企業（地場の建設会社様）からのコメント

現場の工程積算ができる点に使えるかもしれない。このバックホウがどのくらい作業でき
るか等の参考に使用できるのでは。何日でどのくらい作業できるかをイメージして発注内
容の見直しができる。

カメラによる録画は、「このように安全管理している」という説明に使える可能性が
ある。

（実際につけてみて）こんなに無駄に遊ばせている時間があると初めて知った。
現場に投入する建機を減らせる工夫は沢山出来そう。

撮影データは、やはり事故時に役に立つ。事故時の状況確認には非常に役に立つと思
う。重機の事故があれば、基本は止める。15時間撮影できれば、役に立つ。

• CO２排出量の計算に便利。アワーメーターだとエンジンON/OFFの時間で計算す
ることになるので、過大に報告している印象があった。

• 日報で抱える手間を削除できれば、非常に売れると思う。

年数万円ぐらいは安いのでは?重機が稼いでくる利益率が年間500万円だとすると、
数％程度の経費率だと考えると安いと思う。
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 対象種目:動産総合保険
 付帯特約:建設機械向けレコーダー端末に関する特約条項
 試算方法:SPシステム（※期中の増減車の際は計算シートを使用。）

特約内容

⚠注意点⚠

 対象建機:油圧ショベル
※標準バケット0.25㎥～1.0㎥が対象

 契約種類:特定動産のみ
※リース・レンタルへの付帯を希望される場合は相談が必要です。

 共同保険とすることはできません。
 被保険者は事業者のみです。
 別途５営業日前までに端末発送手続きが必要です。
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利用の流れ

お客様
専用プラットフォーム“Landlog”への登録

保険契約お申し込み

代理店さ
ん

端末発送手続き
※初回はお客様への招待メール・登録が必要です。

お客様
端末取付
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利用の流れ

お客様お客様
専用プラットフォーム“Landlog”への登録

 挙動モニタリング機能のデータ閲覧のために必要です。
 お客様ご自身にご登録いただきます。
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利用の流れ

お客様代理店さ
ん

端末発送手続き
※初回はお客様への招待メール・登録が必要です。

📖代理店さん向け手順説明:簡単操作ガイド

 保険のお申込・計上とは別に、端末発送手続きが必要です。
 ご利用開始日の５営業日前までの手続き必須!



ご清聴ありがとうございました


